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前
書
き

町　

村　

泰　

貴

　

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
招
へ
い
研
究
者
と
し
て
採
用
さ
れ
、
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
客
員
研
究
員
と
し
て
平
成

二
六
年
一
〇
月
一
五
日
よ
り
同
年
一
一
月
九
日
ま
で
滞
在
さ
れ
た
、
ポ
ワ
チ
エ
大
学
法
学
社
会
科
学
部
前
学
部
長
の
ジ
ョ
エ
ル
・
モ
ネ
教
授

の
講
演
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

モ
ネ
教
授
は
、
商
法
・
相
続
法
・
保
険
法
な
ど
を
専
攻
さ
れ
る
研
究
者
で
あ
り
、
一
九
八
五
年
、
ポ
ワ
チ
エ
大
学
に
て“T

héorie 

liquidative du régim
e français de participation aux acquêts”

と
題
す
る
論
文
に
よ
り
学
位
を
取
得
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
六

年
よ
り
レ
ン
ヌ
第
一
大
学
教
授
を
経
て
ポ
ワ
チ
エ
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
は
同
大
学
法
学
社
会
科
学

部
の
学
部
長
職
に
あ
っ
た
。

　

研
究
面
で
は
、親
族
・
相
続
法
に
お
け
る
財
産
の
清
算
お
よ
び
承
継
（
特
に
相
続
）、会
社
法
、保
険
法
の
分
野
で
の
活
動
を
精
力
的
に
行
っ

て
い
る
。
そ
の
成
果
は
多
数
の
論
文
に
現
わ
れ
て
い
る
他
、Juris-Classeur Civil

に
お
け
る
「
夫
婦
共
同
財
産
一
般
」
お
よ
び
「
夫
婦
共

同
財
産
、
積
極
要
素
、
収
入
お
よ
び
後
得
財
産
」
の
項
目
を
継
続
的
に
担
当
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
学
会
・
研
究
集
会
に
お
け
る
活
動
は
、
ワ

ル
シ
ャ
ワ
大
学
法
学
部
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
〇
一
年
）
に
お
け
る
「
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
法
の
影
響
」
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の
報
告
、国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（CN

RS

）
と
ポ
ワ
チ
エ
大
学
の
共
同
研
究
組
織
（CECO

JI

）
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
〇
一
年
）

に
お
け
る「
サ
ー
カ
ス
技
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る
契
約
的
保
護
」の
報
告
、ポ
ワ
チ
エ
弁
護
士
会
調
停
セ
ン
タ
ー
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
二

〇
〇
四
年
）
に
お
け
る
「
保
険
に
お
け
る
調
停
」
の
報
告
、
ポ
ワ
チ
エ
大
学
と
ロ
ー
マ
第
三
大
学
（
イ
タ
リ
ア
）
と
の
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
二
〇
〇
九
年
）
に
お
け
る
「
故
人
の
意
思
と
新
相
続
法
」
に
関
す
る
報
告
な
ど
国
際
的
に
幅
広
い
。

　

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
さ
れ
た
期
間
中
は
、
専
門
分
野
に
お
け
る
日
本
人
研
究
者
と
の
意
見
交
換

や
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
専
攻
す
る
博
士
課
程
院
生
、
あ
る
い
は
学
部
生
を
対
象
と
し
た
講
義
、
ゼ
ミ
な
ど
に
参
加
し
て
学
生
た
ち
へ
の
指
導
に

関
与
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
札
幌
で
は
実
務
法
曹
と
の
意
見
交
換
も
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
有
益
な
知
見
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
の
対
象
で
あ
る
三
つ
の
講
演
は
、
モ
ネ
教
授
が
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
客
員
研
究
員
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
以
下
の
日

時
場
所
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
部　

フ
ラ
ン
ス
相
続
法
と
家
族
企
業
の
承
継

　
　
　
　
　

Le droit français des successions et la transm
ission de l'entreprise fam

iliale.

　
　
　
　
　

一
〇
月
一
七
日　

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
民
事
法
研
究
会

　
　
　
　
　

同　

月
三
〇
日　

神
奈
川
大
学
法
学
部

　

第
二
部　

弁
護
士
の
研
修
に
つ
い
て
～
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ど
う
や
っ
て
弁
護
士
に
な
る
の
か
？

　
　
　
　
　

La form
ation des avocats---Com

m
ent devenir A

vocat en France?

　
　
　
　
　

一
〇
月
二
一
日　

日
弁
連
法
務
研
究
財
団
北
海
道
地
区
講
演
会

　
　
　
　
　

一
一
月
五
日　

龍
谷
大
学
法
学
部
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第
三
部　

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
商
事
裁
判
所

　
　
　
　
　

Les tribunaux de com
m

erce en droit français.

　
　
　
　
　

一
一
月
八
日　

同
志
社
大
学
法
学
部
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
研
究
会

　

第
一
部
の
講
演
の
際
に
は
、
北
海
道
大
学
と
神
奈
川
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
に
お
い
て
事
前
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
依
頼
し
て
お
り
、

議
論
の
口
火
を
切
る
役
割
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
に
講
演
を
収
録
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
担
当

さ
れ
た
藤
原
正
則
教
授
と
篠
森
大
輔
准
教
授
に
、
コ
メ
ン
ト
と
モ
ネ
教
授
の
回
答
と
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
末
尾
に
収
録
し
た
。

　

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
原
文
に
な
い
言
葉
を
補
う
際
に
は
〔 

〕
を
用
い
、
注
も
す
べ
て
訳
者
の
責
任
に
お
い
て
訳
注
と
し
て
付
け
た
。

こ
れ
ら
は
講
演
の
際
に
も
配
布
し
た
も
の
に
若
干
の
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。


